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課題提示機関
社会福祉法人酒田市社会福祉協議会

課題内容

「ふくし出前講座改善や新たな取り組み
の提案」

↓

改善か取り組みの提案のどちらかに取り
組むことに



社会福祉法人酒田市社会福祉協議会とは

●社会福祉活動の推進を目的とした非営利な民間組織

●略して、酒田市社協（さかたししゃきょう）

●昭和 27 年に設立、昭和45年に社会福祉法人認可
社会福祉協議会とは
●全国社会福祉協議会の他、全ての都道府県、市区町村１つずつ組織

●地域住民、福祉活動をすすめる者（民生委員、行政、社会福祉法人
等）が協力し、福祉サービスを必要とする地域住民の生活の支援と社
会参加等が図られるよう、地域福祉を推進することを目的としている

●住民が抱えているさまざまな生活上の諸問題を地域全体の問題とし
てとらえ、みんなで考え、話し合い、協力して解決を図る「福祉のま
ちづくり」を目指して活動



社会福祉法人とは

●社会福祉事業を行うことを目的として社会福祉法にもとづいて設
立されている法人

●公益性の高い、非営利法人で、社会福祉事業の主たる担い手とし
てふさわしい事業を確実、効果的かつ公正に行っている

●酒田市内には、事業所や施設を運営する社会福祉法人は酒田市社
協を含め、２８法人



●社会福祉事業は、第１種社会福祉事業と第２種社会福祉事業に
分類

●高齢者、子ども、障がい者、生活困窮者など、さまざまな生活
課題や福祉ニーズをもつ方がたの生活を支える施設や事業所を運
営

●第１種社会福祉事業
障害者支援施設、宿所提供施設、養護老人ホーム、特別養護老人
ホーム、軽費老人ホーム 等

●第２種社会福祉事業
障害福祉サービス事業、保育所、認定こども園、老人デイサービ
ス事業、老人短期入所事業 等
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（参考）酒田市内に施設・事業所を有する社会福祉法人
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社会福祉法人の「地域における公益的な取組」とは

 ●平成２８年社会福祉法改正において規定が創設

 ●社会福祉法第２４条第２項に規定

 ●社会福祉法人の公益性・非営利性を踏まえ、

 本来の役割を明確化することが目的

社会福祉法（昭和２６年法律第４５号）

第２４条

２ 社会福祉法人は、社会福祉事業及び第二十六条第一項に規定する公益事業

を行うに当たっては、日常生活又は社会生活上の支援を必要とする者に対し

て、無料又は低額な料金で、福祉サービスを積極的に提供するよう努めなけ

ればならない。

●社会福祉法人の責務として法律上明記

＝「地域における公益的な取組」の責務化



地域における公益的な取組」の３つの要件

 ① 社会福祉事業又は公益事業を行うに当たって提供される「福祉サービス」であること

 ② 「日常生活又は社会生活上の支援を必要とする者」に対する福祉サービスであること

 ③ 無料又は低額な料金で提供されること

「

厚生労働省ホームページより



市社協から市内社会福祉法人への提案

 市内の社会福祉
法人で協力して、

福祉に関する出
前講座を行いま
せんか？



ふくし出前講座・福祉共育出前講座の実施



現在のふくし出前講座の現状

・令和２年６月より開始

・参加法人１０法人
幾久栄会
光風会
平田厚生会
友和会
さくら福祉会
正覚会
かたばみ会
山形県社会福祉事業団
明松会
酒田市社会福祉協議会

・講座テーマ数２３講座

・令和２年度はのべ１８講座
を実施



課題内容
「ふくし出前講座改善や新たな取り組みの提
案」

↓
改善か取り組みの提案のどちらかに取り組む
ことに

メンバーで話し合い、この課題に対応す
るために、ふくし出前講座の改善案を考
えることにしました。



課題の問題点について
・参加している法人が少ない

→現在参加している法人に負担がかかる、そのため市内に
ある法人が参加しやすい講座を新しく考える必要がある。

・保育関係の講座がない

→保育関係の事業所は子供から目を離すことができない、
人手が足りないなどの問題から参加することは難しい。受講
者として参加してもらい、ふくし出前講座について知っても
らう必要がある。

・コロナ下での安全対策が難しい

→実技、寸劇等を交えるなど実際に体験する講座が多い以
上、zoomなどを利用したオンラインでの開催は難しい。どの
ような開催形体にするか、zoomなどの使い方を教える講座を
考える必要がある。



ふくし出前講座改善案

内容

・概要…自宅で介護をする人や自分自
身でコロナウイルス対策をしたいとい
う人を対象に、コロナ禍の中で福祉施
設を運営する福祉従事者から感染対策
や注意事項を学ぶ。

・主な対象者…高齢者を介護する人、
自宅でコロナウイルス対策をしたい人

・講座内容の例…福祉施設で行われて
いる感染対策についての講義、自宅で
始められる感染対策のプランを立てる

・講師をお願いしたい職業…介護施設
の職員の方、介護士

メリット

・コロナウイルス対策の講座というこ
とで、普段ニュースや新聞などから情
報を得ている一般の方々にも、福祉の
視点からのコロナ対策を伝えることが
できる。(法人側のメリット)

・福祉施設の安全対策を聞くことで、
ニュース等と合わせよりよい対策を考
えることができる。(受講者のメリッ
ト)

・問題点の1つである参加法人が少な
いという点に対し、お願いしたい法人
は問わない内容のため、この問題を解
決できる。

高齢者を守る！福祉施設から学ぶコロナウイルス対策



障がい者への思いやりを持とう～障がい者疑似体験を通して～

内容

・概要…視覚障害、聴覚障害、車いす
など、身体障がい者の状態で街中を歩
き、その中で、日常に潜む障がい者に
とってのリスクを探す。

・主な対象者…制限は特になし、だれ
でも参加できます

・講座内容の例…アイマスク装着によ
る疑似視覚障害の体験、耳栓装着によ
る疑似聴覚障害の体験、車いす搭乗に
よる移動の体験、これらの体験によっ
てわかるリスクとなりうる場所の発見

・講師をお願いしたい職業

障害者に関する事業を展開している法
人の職員の方

メリット

・身体障害者に限ってしまうが、高齢
者体験と似て実際に障がい者のことを
体験することによって、身体障害者の
理解が進む。(法人・受講者ともにメ
リット)

・理解が進むことで、こういった困っ
ている場面に遭遇した際に手助けをす
ることができる。(受講者のメリット)

気を付けること

・外に出て体験を行うため、コロナ対
策を厳しくする必要がある。

・受講者が多いと道をふさいでしまう
ことになってしまう。



インターネットを扱えるようになろう！

内容

・概要…三密を避けてのつながりを持
てるよう、オンライン会議を始めとし
たネットの基本的な使い方を学ぶ。

・主な対象者…高齢者

・講座内容の例…インターネットに触
れる、zoom等のオンライン会議ができ
るアプリケーションの使い方を学ぶ

・講師をお願いしたい職業…高齢者に
関する事業を展開している法人、パソ
コンやスマホなどに詳しい方

メリット

・オンライン会議のやり方を覚えても
らうことで、実際に会わずともやりと
りが可能となり、人の出入りを抑え、
感染リスクを減らすことができる。(法
人のメリット)

・実際に会わずとも、やり取りができ
る。また、画面越しに様子がおかしい
ことが見て取れれば、職員の方に連絡
することができるなど、問題の早期発
見にもつながる。(法人、受講者ともに
メリット)

・ある程度慣れれば、オンラインでの
開催も視野に入れることができ、問題
のコロナ化での安全対策についての解
決につながる。



一緒に話そう！～求められる心と考え方～

内容

・概要…障がい者がどんなことをして
ほしいのか、その時にする仕草、行動
を学び、福祉の視点からの接し方を学
ぶ。

・主な対象者…特に制限はなし

・講座内容の例…障がい者との適切な
接し方の例、障がい者のやろうとして
いることを手伝う際の注意点、心掛け
る点の説明

・講師をお願いしたい職業…介護士の
方

メリット

・ショートステイやデイサービスの利
用者など、常に介護職員が見ていられ
るわけではない利用者のために、家族
や周りの方に何ができるかを理解して
もらえる。(法人のメリット)

・家にいることを願っている障がい者
の方にために、なにができるか、どん
な対応をすることができるかを知るこ
とができる。(受講者のメリット)



おいしい！ヘルシー！たのしー！地域お料理教室

内容

・概要…コレステロール・中性脂肪・
血糖値など健康を気になる方を対象に
健康的なレシピを紹介し、栄養士の方
と一緒に作ります。また、食事につい
て気になることがあれば相談の時間を
設ける。

・主な対象者…制限なし

・講座内容の例…栄養士の方をお招き
し、健康料理を指導してもらう、ご自
身の健康状態を伝え、これからの食事
のアドバイスをもらう、作った料理が
お持ち帰りすることもできる。

・講師をお願いしたい職業…特別養護
老人ホームで働く栄養士の方

メリット

・実際に健康的な料理を作ることによ
り、健康の意識を作ることができる。
(受講者のメリット)

・入居者本人が施設内外での食事にも
気を配ることができるようになり、健
康状態がよくなる。また、施設の栄養
士にとっては、入居者が健康の意識を
持ってもらえるため偏食などを減らせ
る。(法人のメリット)



機関報告会を終えて
機関報告会では専門の方からの視点で様々な助言をいただくことが
できた

・コロナの安全対策はオンライン会議だけではない。DVDなどを
配っての講座の開催でも安全対策になる。

・現在参加していない法人に参加を促すのであれば、様々な法人の
合併したプログラム、専門職としての講座を行ってもよい。

・合理的配慮(この場合は直接的な表現を控える、全員にわかりや
すい)を持ったタイトル、内容にすることが大事。

・高齢者関係の法人は、QOLの向上に重きを置いているため、その
中で参加してもらえるような講座にすることも必要。

このような助言をいただいた。これらの観点を踏まえ、これからの
学習に活かしていきたい。



まとめ
・参加している法人が少ない

新たな講座を開講し、その担当をまだ参加していない法人に
お願いする。了承が得られれば解決できる。

・保育関係の講座がない

他の講座に受講者として参加してもらう、もしくは講師に来
てもらうのではなく、受講者が赴く形の講座ができれば解決
できる。

・コロナ下での安全対策が難しい

インターネットを扱う講座を開講する

講座内容をDVDにしてそれを配る

↳これらの形で解決できる



ご清聴ありがとうございました


